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住
宅
業
界
か
ら
Ｆ
Ｐ
に
転
身
、

相
続
に
特
化
し
た
相
談
を
行
う

―
―
今
回
は
、
相
続
に
特
化
し
た
相
談

で
、
こ
れ
ま
で
３
０
０
件
以
上
に
及
ぶ

豊
富
な
実
績
を
お
持
ち
の
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
日
本
相
続
士
協
会
代
表
理

事
で
有
限
会
社
相
続
支
援
ネ
ッ
ト
代
表

取
締
役
の
江
里
口
吉
雄
さ
ん
に
、
お
話

を
伺
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
Ｆ
Ｐ
資
格
を
取
得
し
て

か
ら
今
日
ま
で
の
道
程
に
つ
い
て
、
簡

単
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

江
里
口　

Ｆ
Ｐ
資
格
と
の
出
会
い
は
、

住
宅
業
界
で
会
社
員
を
し
て
い
た
頃
で

す
。
独
立
系
Ｆ
Ｐ
と
し
て
開
業
し
た
の

は
、
い
ま
か
ら
14
年
前
の
こ
と
で
し
た
。

　

最
初
の
半
年
は
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
提

案
を
行
い
ま
し
た
。
当
時
、
相
談
料
は

１
件
５
万
円
。
と
こ
ろ
が
、
お
客
さ
ま

と
何
度
も
面
談
を
重
ね
な
け
れ
ば
精
緻

な
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
は
作
成
で
き
ま
せ
ん
。

月
５
件
か
６
件
程
度
し
か
作
業
が
追
い

つ
き
ま
せ
ん
か
ら
、
相
談
料
は
倍
の
１

件
10
万
円
で
も
割
に
合
わ
な
い
の
で
す
。

　

も
と
も
と
会
社
員
時
代
の
年
収
の
何

倍
も
稼
ご
う
と
目
標
を
持
っ
て
独
立
開

業
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、
Ｆ
Ｐ
と
し
て

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
、
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
提
案
型
か
ら
別
の
収
益
モ
デ
ル
に
、

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　

一
方
、
独
立
当
初
か
ら
、
住
宅
業
界

で
の
経
験
を
も
と
に
、
相
続
に
関
す
る

相
談
を
Ｆ
Ｐ
業
務
の
一
つ
と
し
て
イ
メ

ー
ジ
し
て
い
ま
し
た
。
前
職
で
、
資
産

数
十
億
円
の
相
続
案
件
に
関
わ
っ
た
の

が
、
私
の
相
続
相
談
の
第
一
号
で
し
た
。

開
業
し
て
１
年
目
、
２
０
０
１
年
の
頃

で
す
。

　

当
時
は
ま
だ
、
相
続
に
対
す
る
世
の

中
の
関
心
が
い
ま
ほ
ど
高
く
は
な
い
頃

で
、「
相
続
に
関
す
る
相
談
業
務
は
税

理
士
が
行
う
も
の
」
と
い
う
固
定
観
念

「相続大衆化時代を迎えているいま、
ＦＰは相続ビジネスの

中心的役割を担う存在です！」

編集部=聞き手・構成　大野真人 = 写真

平成27年１月１日からの相続税の基礎控除の縮小が決定し、
誰もが相続税を心配する「相続大衆化時代」が訪れている。

相続税の課税の有無にかかわらず、遺産分割を含めた
相続に関する相談ニーズは日増しに高まってきている。

そうした中、顧客のライフプランにおいて最も身近な相談相手である
ＦＰの役割は重要性を増している。相続大衆化時代に、

ＦＰに期待される役割、必要な知識・実務ノウハウとはなにかについて、
特定非営利活動法人日本相続士協会代表理事の

江里口吉雄氏にお話をうかがった。
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